	虐待への対応―――――――――――――――――――――――――――
　虐待に関する対応のポイント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●加害者も被害者
　　　多くの場合、加害者も被害者である。介護疲れなどから虐待という行為になってしまっていることがある。そのことを理解し、両者への働きかけが必要となる。特に介護負担軽減を図ることを重視しよう

●複数の担当者でかかわる
　　　発見した場合、対応は1人では行わず、他職種や専門家と複数でかかわることが大切。相談・通報することにより、行政も一緒にかかわって対応することができる

●法律を理解

　　　「高齢者虐待防止法」が2006年に施行された。また、認知症で身寄りのない人の場合など「成年後見人制度」を活用することも必要。関連する法律に基づいた判断・対応が重要となる

　
虐待が疑われたら――――――――――――――――――――――
●疑わしいときは、まずは相談！

連絡先

保健福祉センター


電話番号：　　　　　　　　　　　担当者氏名：

連絡先

　　　　地域包括支援センター／在宅介護支援センター

電話番号：　　　　　　　　　　　担当者氏名：

　発見以降の流れの例　　
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